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このうち、接点がC 上にあり、傾きが 0 でないのは、 3t のとき。 

接線T の方程式は )1)(323(  xy  

 

)2(2)( 2 xxxxxf  より、 )(xf の増減は、右の通り。 

 

x軸の負の部分と、 TC, で囲まれた領域を図示すると、 

右図の通り。 
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